
青
年
協
で
は
、
昨
年
の
一
一
月

三
日
か
ら
五
日
か
け
て
行
わ
れ
た

「
全
司
法
青
年
友
好
祭
典
」
に
お

け
る
写
真
を
イ
ベ
ン
ト
ご
と
に
ま

と
め
ま
し
た
。
そ
の
写
真
・
画
像

を
Ｃ
Ｄ
ー
Ｒ
二
枚
組
と
し
て
、
全

支
部
青
年
部
（
支
部
青
年
対
策
）

宛
に
送
り
ま
し
た
の
で
、
参
加
し

た
人
は
思
い
出
し
な
が
ら
、
参
加

で
き
な
か
っ
た
人
は
ど
の
よ
う
な

も
の
だ
っ
た
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
思

い
を
馳
せ
な
が
ら
ご
覧
に
な
っ
ち
ゃ
っ

て
下
さ
い
！

盛
り
上
が
る
こ
と
間
違
い
な
し

で
す
！

そ
の
タ
イ
ト
ル
画
面
に
は
、
ち
ょ
っ

と
し
た
秘
密
が
隠
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
下
の
方
に
ち
っ
ち
ゃ

く
青
年
協
の
マ
ー
ク
（
知
ら
な
い

人
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
右
側

の
三
角
形
の
で
す
よ
～
）
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、

な
ん
と
青
年
協
Ｈ
Ｐ
の
画
面
へ
移

動
し
て
し
ま
う
の
で
、
最
初
に
議

長
日
記
を
見
て
、
青
年
の
ペ
ー
ジ

か
ら
（
ユ
ー
ザ
ー
名:

s
e
i
n
e
n

パ

ス
ワ
ー
ド:

t
o
k
i
m
a
d
o

）
掲
示
板
へ

入
り
、
青
年
協
に
対
す
る
書
き
込

み
や
、
日
常
の
疑
問
・
質
問
か
ら
、

愚
痴
や
世
間
話
、
楽
し
か
っ
た
話
、

レ
ク
の
誘
い
や
会
議
の
誘
い
、
そ

し
て
オ
ル
グ
の
誘
い
な
ど
を
し
て

く
だ
さ
い
ね
。

青
年
協
か
ら
「
行
く
で
待
っ
と

い
て
～
」
と
言
う
よ
り
も
よ
り
も

「
議
長
来
て
く
れ
ぃ
」
の
方
が
行

き
や
す
い
の
で
お
願
い
し
ま
す
。
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う～む、マジで楽しかったデスなぁ～

ＣＯＮＴＥＮＴＳ

・CD-Rプレゼント

・九州地連青年部長

会議報告

・東北青年の集い

報告

・国公青年交流集会

宣伝

あの感動を
再び･･･！

写
真
を
送
る
で
よ

by
ア
メ
リ
カ
ン

最
初
の
画
面
に
は

ヒ
ミ
ツ
が

遅くなって

ゴメンよ



九
州
地
連
青
年
対
策
部
は
、

一
月
二
〇
日
（
土
）
に
博
多

パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
て
青
年
部

長
会
議
と
女
性
部
長
会
議
を

開
催
し
ま
し
た
。
午
前
中
は

青
年
・
女
性
部
の
合
同
で
、

九
州
地
連
書
記
長
に
よ
る
情

勢
の
講
義
を
聴
き
、
全
体
で

学
習
を
深
め
、
現
在
、
私
た

ち
が
抱
え
て
い
る
問
題
の
意

思
統
一
を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
、
午
後
か
ら
は
青
年

部
と
女
性
部
が
個
別
に
会
議

を
行
い
、
青
年
部
長
会
議
に

は
来
賓
や
地
連
役
員
含
め
合

計
で
二
三
名
の
参
加
と
、
青

年
対
策
部
長
の
軽
快
な
司
会
進
行
の

も
と
、
会
議
は
終
始
な
ご
や
か
な
雰

囲
気
で
進
み
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
自
己
紹
介
か
ら
始
ま

り
、
青
年
協
議
長
に
よ
る
情
勢
の
講

演
、
各
青
年
部
か
ら
の
活
動
報
告
、

第
三
回
せ
い
ふ
う
祭
り
、
「
ホ
ッ
」

と
ラ
イ
ン
新
設
に
つ
い
て
、
九
州
地

連
青
年
対
策
部
の
運
動
の
す
す
め
方

や
重
点
要
求
書
の
確
立
に
つ
い
て
討

議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

活
動
報
告
で
は
、
全
て
の
青

年
部
に
お
い
て
、
新
採
歓
迎
会

や
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
、

日
帰
り
バ
ス
旅
行
に
ス
キ
ー
ツ

ア
ー
な
ど
、
各
支
部
で
工
夫
の

凝
ら
し
た
レ
ク
の
報
告
が
な
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
複
数
の
青

年
部
で
交
渉
を
実
施
し
た
り
、

大
分
支
部
と
佐
賀
支
部
か
ら
は
、

書
記
局
に
「
ぶ
っ
ち
ゃ
け
ノ
ー

ト
」
や
「
本
音
ノ
ー
ト
」
を
設

置
し
、
青
年
の
要
求
の
吸
い
上

げ
や
、
要
求
実
現
に
向
け
た
活

動
の
報
告
も
な
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
青
年
部
が
休
止
し
て

い
る
長
崎
支
部
か
ら
は
青
年
対

策
と
し
て
、
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会

や
新
採
歓
迎
花
見
会
、
雨
の
中

で
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
行
っ

た
な
ど
、
青
年
の
繋
が
り
の
多

さ
を
感
じ
さ
せ
る
報
告
、
ま
た
、
鹿

児
島
支
部
で
は
旗
開
き
に
花
見
、
暑

気
払
い
に
忘
年
会
＋
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー

テ
ィ
ー
を
行
っ
て
成
功
を
収
め
て
い

る
報
告
が
な
さ
れ
、
両
支
部
の
参
加

者
か
ら
、
青
年
部
復
活
へ
の
意
欲
の

あ
る
発
言
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
で
、
金
銭
面
を
理
由
に
、
ま

た
、
総
合
研
修
所
か
ら
帰
っ
て
き
た

際
に
脱
退
し
て
い
る
報
告
も
出
さ
れ
、

組
合
の
目
的
説
明
や
加
入
後
の
フ
ォ

ロ
ー
の
重
要
性
に
つ
い
て
も
議
論
が

さ
れ
ま
し
た
。

第
三
回
せ
い
ふ
う
祭
り
の
開
始
に

関
し
て
は
、
沖
縄
支
部
か
ら
、
普
段

接
点
の
な
い
青
年
同
士
が
交
流
を
す

る
こ
と
の
重
要
性
か
ら
ぜ
ひ
開
催
し

て
欲
し
い
旨
の
発
言
も
あ
り
、
今
後
、

成
功
に
向
け
て
財
政
活
動
を
含
め
た

提
起
を
行
っ
て
い
く
と
意
思
統
一
が

図
れ
ま
し
た
。

九
州
地
連
で
は
、
青
年
対
策
部
で

統
一
要
求
書
を
作
成
し
、
討
議
を
行

い
全
体
で
確
認
を
し
ま
し
た
。
今
後
、

当
局
に
対
し
て
提
出
し
追
及
す
る
予

定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

九州地連青年部長会議報告！

終
始
和
や
か
に

写真は旗開きの状況ですよ

青年協ＨＰの宣伝です
青年協ではＨＰを作っています。表面的なアピールは議長日記

「ほぼ」毎日更新中！組合の出来事から、その日の気分、感情、
感覚、失敗談･･･これを見れば議長の生活が赤裸々か？しか～し、

青年協の任務は議長を観察することにあらずっ！本当は皆さんに 携帯からも見てね！
交流する場を提供することなのです！ですから、トップページの

「青年専用ページ」から下記のパスワードを入力すると出てくる「掲示板」の文字！
そこでは、皆さんが自由に記載できるようになっています！

ゼヒ、書き込みをお願いして今日も失礼します。

ＵＲＬ：http://www.zenshiho.net/seinen/

ユーザー名：seinen パスワード：tokimado

活
動
報
告
で
す



東
北
地
連
で
は
、
１

月
２
７
日
（
土
）
に
山

形
県
上
山
市
に
２
７
名

の
青
年
達
が
集
ま
り

「
東
北
青
年
の
集
い
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

東
北
青
年
の
集
い
は
、

毎
年
、
東
北
地
連
管
内

の
青
年
部
が
持
ち
回
り

で
企
画
・
運
営
し
て
い

る
レ
ク
で
す
。
今
年
は

山
形
支
部
青
年
部
が
主

催
し
、
企
画
・
運
営
を

し
ま
し
た
（
ち
な
み
に

去
年
は
福
島
支
部
で
、

来
年
の
開
催
は
青
森
支

部
の
予
定
に
な
っ
て
い

ま
す
）
。

今
年
は
、
温
泉
宿
を

貸
切
で
開
催
し
、
山
形

の
温
泉
宿
を
散
策
し
、
夜
は
宴
会
場

に
て
チ
ー
ム
対
抗
で
選
択
ク
イ
ズ
や

風
船
を
使
っ
て
の
ロ
シ
ア
ン
ル
ー
レ
ッ

ト
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
巻
き

取
り
競
争
を
行
い
、
そ
の
順
位
に
よ
っ

て
賞
品
ク
ジ
の
「
順
番
」
が
決
ま
る

と
い
う
進
行
で
し
た
。
ま
さ
に
実
力

と
運
を
兼
ね
備
え
た
者
だ
け
が
栄
光

を
掴
む
こ
と
が
で
き
る
！
と
い
う
設

定
で
す
ね
。
山
形
支
部
青
年
部
の
ナ

イ
ス
な
企
画
・
運
営
を
絶
賛
し
な
が

ら
最
後
ま
で
盛
り
上
が
る
内
容
で
楽

し
ま
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
後

は
、
全
員
で
大
部
屋
へ
移
動
し
、
二

次
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

全
体
的
に
、
山
形
支
部
青
年
部
の

名
司
会
の
も
と
（
途
中
か
ら
酔
っ
ぱ

ら
っ
て
た
気
も
し
ま
す
が･

･
･

）
、
酒

を
呑
み
、
酒
を
呑
ま
せ
、
酒
に
呑
ま

れ
な
が
ら
、
山
形
の
雪
が
積
も
る
寒

い
夜
（
夜
中
か
も
）
に
、
ま
さ
に
雪

が
溶
け
る
ほ
ど
熱
く
激
し
い
交
流
を

行
い
ま
し
た
。

東北青年のつどいを開催！

国
公
青
年
協
で
は
、
６
月
の
15
～
17
日
に
か
け
て
、
静

岡
県
掛
川
市
に
あ
る
「
つ
ま
恋
」
に
て
国
公
青
年
交
流
集

会
（
仮
称
）
を
開
催
し
ま
す
。
普
段
で
は
交
流
す
る
機
会

の
な
い
職
場
の
方
と
遊
び
に
学
習
を
し
よ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
！
気
に
な
る
広
告
は
最
後
の
ペ
ー
ジ
に
デ
カ
デ
カ

と
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
大
勢
の
方
か
ら
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
青
年
協
と
し

て
ど
こ
ま
で
財
政
補
助

が
で
き
る
の
か
を
検
討

し
て
い
ま
す
。
多
く
の

人
が
参
加
し
や
す
い
よ

う
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
が
、
厳
し
い
状

況
で
あ
る
こ
と
は
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
詳
し
い
こ
と

は
、
発
文
の
中
で
記
載
し
ま
す
。

ま
た
、
開
催
に
あ
た
っ
て
国
公
青
年
協
か
ら
財
政
活
動

を
提
起
す
る
予
定
で
す
（
携
帯
ス
ト
ラ
ッ
プ
の
販
売
で
す
）
。

青
年
協
と
し
て
も
、
国
公
青
年
交
流
集
会
の
成
功
に
向
け

て
、
最
大
限
の
協
力
を
す
る
予
定
で
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

ち
な
み
に
、
「
燃
え
ろ
～
」
は
、
国
公
青
年
交
流
集
会

の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
で
す
。

燃えろ！！青年
集え若人！！

東
京
に
き
て
、
早
く
も
半
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、

活
動
を
通
じ
て
良
い
経
験
を
重
ね
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、

見
知
ら
ぬ
土
地
で
の
生
活
に
慣
れ
る
か
ど
う
か
不
安
も
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
慣
れ
る
動
物
と
は
恐
ろ
し
い
モ
ノ
で
、
最
近

で
は
通
勤
電
車
の
制
空
権
争
い
に
勝
利
し
て
い
ま
す
。
正
直

「思
い
や
る
気
持
ち
」を
失
い
そ
う
で
恐
い
で
す
。
変
わ
る
こ
と

の
大
切
さ
と
変
わ
ら
な
い
こ
と
の
大
切
さ
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え

な
が
ら
、
毎
日
を
経
験
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
ね
。

編集後記

議
長

氏

川

浩

一

事
務
局
長

青

柳

元

康

事
務
局
次
長小

海

智

美

常
任
委
員

星

野

千
賀
子

非
常
任
委
員

北
海
道
地
連

河

内

光

二

東
北
地
連石

川

純

東
京
地
連田

原

洋

一

中
部
地
連中

村

成

宏

近
畿
地
連田

中

孝

二

中
国
地
連立

花

新

吾

四
国
地
連藤

川

祐

介

九
州
地
連諸

岡

健

青
年
協
の
役
員
紹
介
で
す
。

皆
さ
ん
、
仲
良
く
し
て
や
っ
て
く

だ
さ
い
。
写
真
を
載
せ
て
い
な
い
の

は
、
皆
さ
ん
の
目
で
確
認
し
て
欲
し

い
か
ら
、
ヨ
ロ
シ
ク
で
す
。



 

 


